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・既存の電子基板のＸ線検査装置において、目視検査工程での検査員の負担軽減を 

目的に、AI 検査支援

システムを試作しま

した。既存の設備に

簡単に追加が可能

で、はんだボールと

呼ばれる不良を AI で

判定し、どの位置に

あるかを検査員にお

知らせします。 

図１ AI 検査支援システムの操作画面 
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電子基板の検査工程にＸ線検査装置から

得られる透過画像に対して行われる目視検

査があります。この目視検査では、はんだ

ボールなどの不具合箇所を特定しなければ

なりませんが、広い範囲を細かく検査しな

ければならず、検査員の作業負荷が大きく

省力化が課題となります。 

 

 
検査員の不具合箇所特定の補助と作業負

担軽減を図るため、AI 検査支援システムを

試作しました。このシステムは、はんだボー

ルを AI で判定し、その位置を検査員に知ら

せます。検出結果は画像で保存でき、レポー

ト出力やAIの判定精度向上のための追加学

習を簡単に実行できる機能を実装しました。 

 

 

今回試作したシステムはグラフィカルユ

ーザーインターフェース（GUI）による操

作画面とすることで検査員が簡単に操作で

き、数クリックで検出結果の画像保存、レ

ポート出力、追加学習が可能となり、検査

作業の負担が軽減されるものと期待されま

す。現在、正しくはんだボールを検出する

確率が 70％程度なので、追加学習の実行

でどの程度精度が向上するか評価すること

が今後の課題です。 
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